
はじめに

　本書は、生産現場における「リスクベースドとは何か？」を把握し、い

かにリスクマネジメントを実践すればいいかを、わかりやすく示すために

編まれたものである。

●○　リスクベースド・アプローチとシステムセーフティ　○●

　生産活動に伴うリスクは、装置・機器類を含む製品の開発設計段階から、

調達・製作・調達・据付・試運転・運転・検査整備および廃棄段階に至る

全ライフサイクルの各段階において発生する。

　改正労働安全衛生法の施行、ISO 12100「機械類の安全性」および ISO 

14121「リスクアセスメントの原則」の JIS 化などによって、わが国の産

業界もリスクアセスメントに基づくモノづくりへの転換を促す法規格が整

備され始めた。

　しかし生産現場の実態を見ると、リスクベースド・アプローチによるリ

スクマネジメントが業務上で実施されているのは、設計部門など極一部に

とどまっている。特に経営トップが、経営の一環として、意図するリスク

マネジメントを実施するためにポリシー（行動指針）を表明し、そこに盛

り込んだ事項を組織の末端まで通知徹底し、ポリシーに基づく行動プログ

ラムを策定し運用させるための経営資源を確保し、権限と責任の委譲を実

施している企業は非常に少ない。

　生産現場で人・モノ・情報・環境に対して損傷・被害をもたらす要因を

事前に特定し、そのリスクを推定評価するリスクアセスメントを主体とす

るリスクベースド・アプローチ型のリスクマネジメントの概念は、1960

年代の米国で生まれた「システムセーフティ」に遡る。「システムセーフ

ティ」とは、システムの全ライフサイクルの各フェーズを通じて、運用上



の実際面と適合性、および時間とコスト面で拘束される中で、事故の潜在

的な大きさと発生確率の視点から、容認できるリスクを達成するためのエ

ンジニアリングおよびマネジメントの原則、基準、技術を適用することを

言う（MIL-STD-882）。

　本書には、このシステムセーフティの概念に織り込まれているリスクベー

スド・アプローチ型のリスクマネジメントを、生産現場の多様な業務に活

用するための基礎事項つまり “肝 ”がつまっている。

●○　本書の構成　○●

　本書は、5つの部で構成されている。

　第Ⅰ部「リスクバースド型マネジメントの必要性」では、リスクベース

ド型マネジメントの対象となる生産現場において、潜在的に存在するリス

ク領域とリスク要因の特徴およびリスクマネジメントのあり方について概

説した。ここで、「リスクベースドとは何か」を把握されたい。

　第Ⅱ部「リスクマネジメントプログラムの策定」では、経営トップのポ

リシーの具体例を紹介し、ポリシーのあり方およびポリシーに基づくマネ

ジメント・プログラムの策定の要点を解説した。マネジメント足るには、

なぜ最初にポリシーが必要かを把握したい。

　第Ⅲ部「リスクマネジメント・マップ」では、リスクマネジメントに関

わる法規格の世界的動向を概観し、リスクベースド・アプローチ型のモノ

づくりへの転換を図るべき時代であることを実感していただいた上で、リ

スクマネジメントにおけるリスクアセスメントの位置付けを明確にし、代

表的なリスクアセスメント手法について解説した。リスクマネジメントサ

イクルにおける計画段階がリスクアセスメントであり、この手法について

は実践に資するようにまとめた。

　さらに、リスクマネジメントに取り組むときに突き当たる課題と、第Ⅲ

部までに言及されていないリスクマネジメントに関わる課題について、第



Ⅳ部「合理的な取組みのために－Q＆A」で解説した。

　第Ⅴ部「グローバル生産時代の『リスク・トラブル教訓集』－事例・判例」

は、リスクベースド・アプローチ型のマネジメントの欠如によって、わが

国の産業界で発生したリスク事例を通じて、現状のリスクマネジメントの

問題点を赤裸々に表した。グローバル生産、海外輸出に関わる企業では身

につまされる話ばかりであるし、国内の法的状況も刻一刻と世界標準に近

づいているから国内型企業にも必読の内容である。

●○　戦略的保全マネジメントシステム構築との関わり　○●

「ロスとリスク」を一貫した概念としてとらえ、企業全体の最適化を図る

保全体制を構築するために、日本プラントメンテナンス協会では「経営に

資する戦略的マネジメントシステム（MOSMS ／Maintenance Optimum 

Strategic Management System）の構築」として研究を行っている。

　本書は、MOSMS 研究の一環として行っている「プラントの危機管理研

究に関する研究および開発」（プラントの危機管理研究会）の成果の一つ

である。

　さてMOSMSでは、「保全」を以下のように定義している。

「企業の永続的な経営を可能にし、経営者、従業員、顧客、株主などの利

害関係者（ステークホルダー）の利益を最大にするために、プラントおよ

び設備の全ライフサイクルの各段階で期待される機能を保ち、それによっ

てサイト内・外のロス・リスク低減に寄与する役割および組織的機能」

　この「プラントおよび設備の全ライフサイクルの各段階」とは、リスク

マネジメントが対象とする全ライフサイクルの各段階に相当する。

　MOSMSは、「日本発の保全マネジメントシステム」である。この「日本発」

が意味することは、現場が自ら守るという姿勢であり、一方「マネジメン

トシステム」が意味することは、経営の要求に応える力（「保全経営力」と

呼んでいる）である。後者のマネジメントという点については、やはり欧



米が進んでいるということができる。

　そこで本書は、MOSMS 構築においてとくにマネジメントとは何か、そ

れがリスクベースドであるとはどういうことかを理解することに役立てて

いただきたい。MOSMSにおける「保全戦略の策定」およびMOSMS 全体

の管理サイクルの維持に対して、強力に支援できるものと考える。

　これまで「プラントの危機管理研究会」では、プラントのリスクマネジ

メントおよび危機管理研究に関する教育プログラムの開発・実施を中心に

活動してきた。本書をまとめるに際して、講座の受講者から得られた質問

や要望事項をふんだんに生かしたつもりである。

　経営から生産現場までのリスクマネジメントの実践に、本書をぜひ役立

てていただきたい。

2008年 5月

日本プラントメンテナンス協会

プラントの危機管理研究会

松本俊次

若槻茂
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